
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ２０１２年７月２２日              NO,３１３ 

 

 木材の運搬に利用されていた「 

森林鉄道」の跡が、根利栗川林道 

に沿うように残されています。 

 素掘りのトンネル跡（写真右） 

の先には、コンクリートの橋台が 

あるるなど、当時のようすを示す 

ものがいくつもあり、「よみがえれ 

ボールドウィン実行委員会」では 

調査がつづけられています。 

 日光裏往還（根利道）の沼田市 

と桐生市の境界となるのが小出屋 

（コデヤ）峠でした。 

  この峠には、むかし片品の人が子どもをおんぶして、大間々

に向かっていた時、小麦峠で大

風のため背中の子どもが飛ば

され、落胆しとぼとぼ歩いてい

ると、捨て子を見つけ、顔の雪

をはらうと、風で飛ばされた自

分の子だったことから、子ども

と出会った場所を「コデアイ」

と呼ばれるようになったとい

う伝説が残されています。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
戦
前
の
日
本
が
ア
ジ
ア
侵
略
に
突
き
す
す
ん
で
い
た
１
９
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月
１５
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に
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主
権
在
民
」
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主
政
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と
侵
略
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対
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震
災
の
復
興
に
取
り
組
む
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動
で
も
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原
発
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ら
の
撤
退
を
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、
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費
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増
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協
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Ｐ
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参
加
に
反
対
す
る
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本
共
産
党
と
幅
広
い
方
々
と
の
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同
が
広

が
り
、
期
待
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
る
と
と
も
に
、
「
こ
こ
が
が
ん
ば
り
時
」
の
思
い
で
、
さ
ら
に
み
な

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
政
治
を
変
え
る
時
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。 

 

日
本
は
い
ま
、
政
治
と
社
会
の
危
機
と
新
し
い
時
代
へ
の
希
望
が
交
差
し
て
い
る
岐
路
に
立
っ
て
い
ま

す
が
、
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
と
財
界
・
大
企
業
本
位
の
異
常
な
政
治
か
ら
、
「
国
民
が

主
人
公
」
の
新
し
い
政
治
へ
の
転
換
を
め
ざ
し
、
新
し
い
時
代
へ
の
希
望
を
切
り
開
く

た
め
に
こ
れ
か
ら
も
全
力
を
つ
く
し
ま
す
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 大東議員と井之川議員は１８日、市長に垂直離着陸機

ＭＶ２２オスプレイの利根沼田上空での飛行訓練中止を

求める要請書を市長に提 

出し、懇談しました。 

 市長は、「対応を先延ば 

しせず、利根沼田の町村 

長と連携して検討したい」 

と答えました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １６日に開かれた「さよなら原発１０万人集 

会」には、全国各地から１７万人が参加し、原 

発ゼロを求め熱気にあふれました。 

 この集会は、ノーベル賞作家の大江健三郎さ 

んなど９氏がよびかけ開かれ、大江健三郎さん 

や作家の瀬戸内寂聴さん、音楽家の坂本龍一さ 

んなどが集会で、「原発より生命を大切に」することなどを訴えました。 

 大東議員は、利根沼田からの参加者といっしょに集会に参加し、デモ行

進で「原発なくせ！再稼働反対！」をいっしょに訴えました。 

 上沼須町、下久屋町、上久屋町、横塚町、下川田町、

屋形原町、篠尾町などで、祇園祭が１５日おこなわれま    

した。 

 下久屋町、横塚町、下

川田町、屋形原町、篠尾

などでは町内をみこしが

まわり、威勢のいいかけ

声が暑さを吹き飛ばして

いました。 


